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§有形・無形の⽂化財をデジタル情報として記録し，劣化
なく永久保存するとともに，ネットワークなどを⽤いて
提供すること．最初からデジタル情報として⽣産された
⽂化財も対象となる．「デジタルアーカイブ」という⽤
語は1990年代半ばから使われ始めたが，指す範囲や対象
はさまざまである．主な担い⼿は，博物館や美術館，図
書館，⽂書館，研究機関などである．⽶国議会図書館に
よるアメリカ史に関する資料を電⼦化した「アメリカン
メモリー」や，国⽴国会図書館が所蔵する紙媒体やレ
コード等の資料をデジタル化した「国⽴国会図書館デジ
タルコレクション」がその代表例である．（図書館情報
学用語辞典第5版より）



§博物館や美術館，図書館，⽂書館，研究機関など
§↓

§アーカイブ機関
博物館 美術館 図書館 文書館

実物（モノ）
学芸員

美術品
学芸員

出版物
司書

公文書
アーキビスト

収集 整理 保存 提供



§図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、
保存して⼀般公衆の利⽤に供し、その教養、調
査研究、レクリエーション等に資することを⽬
的とする施設
（図書館法第２条）



§第⼆次世界⼤戦中：思想強化機関、閉架

§戦後：アメリカ型図書館の導⼊、開架

§1960-70年代：図書館数増、貸出重視

§1980-90年代：⽣涯学習、サービス多様化

§2000年代：地域の情報拠点、量から質へ

§2010年代〜：第三の場（お気に⼊りの場所）



Library1.0 Library2.0 Library3.0
資料の収集・保
存・提供

教養と研究の図
書館

貸出サービス、
児童サービス、
全域サービス

市⺠の図書館

地域の情報資源
を創造

地域の共知・共
創の場としての
図書館

（平賀研也．共知・共創の場としての図書館．情報の科学と技術，68(6), p.276-280, 2018年．）



§図書，逐次刊行物，視聴覚資料，電子資料などは，人類
の知識や想像力の成果を集積したものであり，人びとの
生活に欠くことのできない情報伝達の手段である。図書
館は，すべての住民の多様な資料要求に応えるため，こ
れらの資料を幅広く，豊富に備える。
図書館は，住民が外部ネットワークの情報資源へ自由に
アクセスできる環境を整備する。

（日本図書館協会「公立図書館の任務と目標」1989年公表、2004年改定より）



住民の多様な資料及び情報の要求に応えるためには，公
刊される資料の収集だけでは不十分である。図書館は，
ファイル資料を編成したり写真資料，録音・録画資料を
作成し，図書，小冊子などを出版する。あわせて，資料
の電子化をすすめネットワークなどを通じて公開する。
さらに，障害者のために，それぞれの必要な資料の製作
に努める。

（日本図書館協会「公立図書館の任務と目標」1989年公表、2004年改定より）



独自の情報を発信します！







県内各市町村の刊行資料



各都道府県の刊行物・観光資料 世界各国の刊行物・観光資料



進学情報・イベント情報・
新聞折込チラシ・飲食店メニュー



独自の情報を収集し、発信します！

2000年頃からはインターネットを

通じて発信しています！



Web1.0 Web2.0 Web3.0
情報発信者と受信者
が固定されている
情報の流れは⼀⽅向

例：
電⼦辞書
ホームページ

誰でも情報を発信で
きる
情報の流れは双⽅向

例：
Wikipedia
ブログ、Twitter

NFTにより情報を所
有し収益を得ること
ができる

例：
Braveブラウザ
メタバース



§刊行物
https://www.library.pref.gifu.lg.jp/library-
information/publications/

§しらべ方案内
https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-
books/search-by-theme/how-to-search/

https://www.library.pref.gifu.lg.jp/

https://www.library.pref.gifu.lg.jp/library-information/publications/
https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/search-by-theme/how-to-search/
https://www.library.pref.gifu.lg.jp/


§岐阜市立図書館フェイスブックページ

§https://www.facebook.com/gifucitylibrary/?ref=page_internal

https://www.facebook.com/gifucitylibrary/?ref=page_internal


Facebook 200館 2021-05調査
https://savemlak.jp/wiki/saveMLA
K:%E3%83%97%E3%83%AC%E3
%82%B9/20210510SNS

Twitter 197館 2021-04調査
https://savemlak.jp/wiki/saveMLA
K:%E3%83%97%E3%83%AC%E3
%82%B9/20210411SNS

Youtube 72館 2021-06調査
https://savemlak.jp/wiki/saveMLA
K:%E3%83%97%E3%83%AC%E3
%82%B9/20210721SNS

https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20210510SNS
https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20210411SNS
https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20210721SNS


§岐阜女子大学図書館 http://dalabo.xsrv.jp/tosyo/

§国際子ども図書館

https://www.kodomo.go.jp/event/special/vr.html

§TRC Virtual Library https://www.vrlib-trc.jp/

http://dalabo.xsrv.jp/tosyo/
https://www.kodomo.go.jp/event/special/vr.html
https://www.vrlib-trc.jp/




（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年 p.170)



（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年 p.173)





デジタル化により
§利用を増やせる
§加工や編集がしやすくなる
§利用と保存を両立させられる
§広報活動に利用できる
§インターネットを通じて公開することで時間や
空間の制限なく利用できる



https://dl.ndl.go.jp/

§国⽴国会図書館で収集・保
存しているデジタル資料を
検索・閲覧できるサービス

§国⽴国会図書館法により、
国内で国内で発⾏されたす
べての出版物を、国⽴国会
図書館に納⼊することが義
務づけられている

https://dl.ndl.go.jp/


§ https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/project/pdf/digitized_contents.pdf

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/project/pdf/digitized_contents.pdf


•貴重資料
•地域資料
•地域情報
•地域関連の古⽂書・古地図
•郷⼟ゆかりの⼈物による著作
•⺠話・昔話
•郷⼟資料データベース など



公共図書館でのデジタルアーカイブ公開状況の調査
（2022/07/09）について ‒ SAVEMLAK
HTTPS://SAVEMLAK.JP/WIKI/SAVEMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20220716DA

https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20220716DA


デジタルアーカイブとは「有形・無形の⽂化
財をデジタル情報として記録し，劣化なく永
久保存するとともに，ネットワークなどを⽤
いて提供すること．

⇨図書館の持つ情報資源だけでなく、ありと
あらゆる⽂化財を思うがままに利⽤したい

番外編



図書館 博物館 公⽂書館

資料 図書、記録、そ
の他

歴史、芸術、⺠俗、産業
、⾃然科学などの資料

歴史資料として重
要な公⽂書など

⽬的
利⽤者の教養、
調査研究、レク
リエーション

収集、保管、展⽰、教育
的配慮の下の⼀般公衆の
利⽤、教養・調査研究・
レクリエーションなどに
資するために必要な事業
、調査研究

保存、閲覧

資料の
扱い⽅

収集、整理、保
存、⼀般公衆の
利⽤

（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会2011年 より)



1990年代半ば頃
•パソコンの低価格化
•インターネットの普及
•データベース環境の整備
•⽂書のデジタルアーカイブ化の技術の進展
•ネットワーク上でのサービスの提供
•官公庁のホームページ開設
•電⼦図書館プロジェクト（情報処理振興事業協会・NDL)

（国⽴国会図書館の電⼦図書館事業 沿⾰ https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/project/history.html）

http://www.ndl.go.jp/jp/dlib/project/history.html


2000年前後から
•デジタルカメラの普及・画質向上
• PDF⽂書化と閲覧環境の普及
⇨映像や⼆次元的なコンテンツのデジタルアーカイブ化が進む
⇨公開のためのフォーマットの統⼀・デジタルコンテンツ作成
の⼿引きの策定

2005年頃からMLA連携の重要性が認識され、
各機関の連携のあり⽅に関する議論が活発化



⽥窪直規. (2010).博物館・図書館・⽂書館の連携,いわゆる MLA連携について.図書館・博物館・
⽂書館の連携』勉誠出版, 3.

•ウェブ情報資源の出現
•検索エンジンによる情報検索が可能になったことで
情報流通経路としてMLAの重要性が相対的に低下
•ただし、検索エンジンによる情報検索では、ノイズ
の多さ、検索漏れ、情報の信頼性に不安
•そこで、ＭＬＡ連携ポータルサイトを構築すること
により、さまざまな情報資源からノイズや漏れの少
ない、信頼性の⾼い情報を提供する



⽥窪直規. (2010).博物館・図書館・⽂書館の連携,いわゆる MLA連携について.図書館・博物館・⽂書
館の連携』勉誠出版, 3.

•実体としての連携よりデジタル技術による
インターネット上の連携
•資料をデジタル化することで同質的に扱え
る＋容易に提供できる



（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年 p.22より)



（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年 p.23より)



（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年)



（「つながる図書館・博物館・⽂書館」東京⼤学出版会 2011年)



•唯⼀性の違い、コンテンツとキャリヤーの不可分性の
違いから対応⼿法や⽅向性が異なる
•⽴体的な資料を扱う博物館と⼆次元的な資料を扱う⽂
書館におけるデジタルアーカイブ作成⼿法や実現度の
格差
•専⾨的知⾒が必要であり、かつ⾒解が分かれる場合も
多い博物館のメタデータ作成への障壁
•コストと⼈的⼿間の削減
•相互施設の任務・役割の相互理解と⼈的交流

武⽥和哉. (2018). MLA連携における 3D デジタルアーカイブ活⽤に向けた⼀考察―M (博物館等施設)・L (図書館
施設)間の課題解決を中⼼として―. ⼤⾕学報, 97(2), 25-46.



「デジタルアーカイブの構築・共有・活⽤ガイドライン：概要」2017年 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline_gaiyou.pdf

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline_gaiyou.pdf

